
飯島路翔
（立川国際２年）

切れのあるストレー
トを軸にカーブを織
り交ぜてゲームをつ
くっていく連合チー
ムのエース

寺澤一道
（府中１年＝遊撃手・投手）

攻守にアグレッシブなプレー
をみせる１年生遊撃手。力強
い打撃のほか、ピッチャーとし
てもマウンドに上がる

立川国際・東村山・府中・都武蔵

立川国際・東村山
府中・都武蔵

連
合
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ム

監督（都武蔵）は「１校の選手は少なくても、連
合の仲間がいることで平日の個人練習も頑張
ることができる。人数が減ってあきらめてしまう
のではなく、生徒たちに野球ができる環境を用
意することが指導者の役割だと思っている」と
語る。野球ができる喜びを追求した先に大きな
勝利がある。

2023年秋予選で立川国際・東村山・府中・
都武蔵が４校連合で戦った。人数が少ないな
がらも懸命に戦うチームには、確かな一体感が
生まれている。

■２つの連合チームが合併
立川国際・東村山・府中・都武蔵の４チーム

は、２年前まではそれぞれが単独出場していた。
だが、部員減少によって単独チームが維持でき
ずに連合での出場となった。進学校・立川国
際は、これまで秋に連合で戦ったケースがあっ
たが、夏は人数が揃って単独で戦うことができ
ていた。しかし、小中高一貫への移行によって

グラウンドに新校舎が建設されることなどから
部員減少。2023年夏は都武蔵との連合チーム
になっていた。今秋には「立川国際・都武蔵」
と「東村山・府中」による４校連合で予選に出
場し、予選１回戦では産業技術高専に勝利し
ている。
■秋予選勝利が大きな励み
　４校連合の部員数は２年生５人、１年生６人。
秋大会以降は、地域交流大会「東村山CUP」
に参戦し実戦経験を積んだ。平日は各学校で
個人練習を積み、それを実戦で試す日々。試合
がない週末は、東村山の校庭で連携プレーなど
を磨いた。平日は、少人数での地道な練習が

続くが、連合チームでプレーすることが励みに
なっている。府中の寺澤一道（１年＝内野手）が
「入学から連合だったので戸惑いはあったが、
指導者も多く、楽しく野球ができている」と話せ
ば、エースの立川国際・飯島路翔（２年）は「秋の
予選で１勝できたことは嬉しかった。練習試
合を重ねることでどんどん良いチームになっ
ている」と手応えをつかんでいる。
■野球ができる環境を作っていく
　４校連合は、来年３月の春予選も一緒に戦っ
ていく。春大会後は、新入生の入部状況によっ
てチーム状況が変わるため未定となっている。
立川国際・山﨑周主将（２年＝捕手）は「学校の
練習環境がそれぞれ違って練習メニューも限
られるが、みんなで補っていくことでチームとし
て強くなれる。春大会後はどうなるか分からな
いが、一体感が生まれているので夏も一緒に
戦いたい」とチームをまとめている。渡部正樹

都武蔵・渡部正樹監督

　「野球人口の減少によって小規模チームが増えている状況ですが、野球部に入っている生
徒のために連合チームとしてしっかりと活動をしていきたいと思います。一人でも多くの生徒た
ちが野球を続けられることを願っています」

1968年秋田県出身。鷹巣高―早稲田大。大島、東大和、清瀬、小平を経て都武蔵を指導。オリックス中嶋聡監督は、中学時代に全国大会
に出場した時のチームメイト。英語科教諭。

野球を続けられる環境をつくりたい
「立川国際・都武蔵」と「東村山・府中」の連合
チームが合併して2023年秋から「立川国際・東村
山・府中・都武蔵」として再編し予選に出場した。
2024年春予選も４校連合で戦う。来夏は、新入生の
動向によって各校が単独出場する可能性がある。

立川国際・東村山・府中・都武蔵

　「立川国際・東村山・府中・都武蔵による連合チームです。平日
はそれぞれの学校で練習を積んで、週末の試合で一緒にプレーし
ています。学校は違いますが同じチームの仲間。みんなの力を
合わせて勝利を目指したいと思います」 機動力３ 守備力３

打力３

投手力４一体感５
山﨑周 主将
（立川国際２年＝捕手）

主将の
チーム分析

みんなの力を合わせて勝利を目指す

「野球ができる喜び」

４校連合で秋予選１勝
チームに芽生える一体感
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